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問　袋井市在住者で非正規雇用労働者と
派遣労働者の数と平均年収額はどれだけか。 

答　非正規雇用者数は、17年国勢調査の臨
時雇用者数で4,961人、平均年収額は、調査
項目がなかったため把握していない。派遣労
働者等の18年度分の状況は、派遣労働者数
が全国は約321万人、静岡県は約8万
2,000人で市町村別の集計はされていない。
派遣労働者の8時間換算当たりの全国平均
賃金は、一般労働者派遣事業は１万571円、
特定労働者派遣事業は１万4,156円である。

答　自然環境の保全に努めるとともに、
整備が進む福田漁港のイベント交流広場
との一体的な活用方法や効果的な情報発
信について、磐田市と協議を行う必要が
ある。ふれあい福田漁港建設促進協議会
を通じて検討することも必要と考える。

の新設や海岸部への駐車場の整備を強く
働きかけたい。

答　磐田市と連携し、海岸管理者の県に対
し、海岸線に沿って福田漁港に通じる道路

新市建設計画の主要事業は
早期に実施すべき

非正規雇用労働者、特に派遣労働者の
実態把握と状況改善に努力を

問　主要事業は、新市の発展に不可欠な事
業であったはず。先延ばしされている事業
があるが、理由と進み具合の一覧化を求める。 

答　各主要事業を進める中で、市民ニーズ
や状況が変化してきているため、前・後期
の10カ年計画をいま一度見直して事業の
位置づけをしていきたい。また、事業の緊
急度、重要度等を考慮しながら見直して事
業の一覧化をし、示したい。

問　サンドバイパス稼働後の浅羽海岸。養
浜効果を生かす策を考えるべきではないか。 

浅羽海岸を
潤いと活力ある浜辺空間に

問　浅羽海岸の保全・活用には、福田漁港
整備と一体化させた土地利用を行うべき。
磐田市や県との強い連携を望むがどうか。

答　総合内科的なものを中心とした医療
機能を継続すべきではないかとの判断も
あるため、新病院建設協議の進捗とあわ
せて検討していきたい。

答　常勤医師は現状の38人、看護師は
180人程度確保しなければならない。統
合協議の基本姿勢としては、建設場所の選
定は、両市民にとって不都合でない、利用
しやすい場所を第一に考えることが大切。

問　仮に統合するとした場合、現市民病
院の位置づけをどう考えているか。 

病院問題にどう取り組むか

問　現市民病院の近未来像に基づく人
的数値目標と統合協議に臨む基本姿勢
はどうか。 

海岸浸食と台風で堤防が崩れた浅羽海岸（昨年9月撮影）
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問　農産物の安全・安心を保証する本制
度は、消費者の信頼を得るための有効な
制度と考えるがどうか。 

答　地産地消を進め、地域ブランドを高め
る意味で有効な制度だが、システムづくり
に時間を要するため、今後の研究が必要で
ある。

答　市独自で補助するには、県の補助なし
でやらなくてはならない。現段階では現行
制度を推進していきたいと考えているが、
簡易耐震補強工事にも補助が出るよう、引
き続き県に話をしていきたい。

袋井市民病院の医師不足は
大変憂慮すべき事態だ

木造住宅の耐震化が進まないのは
多額な費用がかかることにあるが

農産物認証制度を袋井市で実施を

問　病院の現状について、市長の見解を
問う。 

答　収支的には改善されているが、患者数
の減少や看護師不足が顕著になるなど経
営全体は大変厳しい。この状況を打開する
ため、医師の確保が最も重要と認識してお
り、関係機関に強く働きかけている。

問　簡易耐震補強工事も補助金対象とす
る自治体が増えてきたが、本市ではどうか。 

答　小中学校で9校37人あった。学校と
保護者とが連携を深め、県や近隣市町との
連携を図り、対応策を考えていきたい。

“モンスターペアレント”への対応は

問　理不尽な要求を学校・教師に寄せる
保護者(モンスターペアレント)がふえて
いると聞くが、袋井市での事例・対応はど
うか。 

問　医師や看護師とのコミュニケーショ
ンは、図られているのか。 

答　医師、診療技術部の幹部職員等と病
院の現状や問題点等について話し、現場
職員の生の声を聞くことに努めている。
また、毎月の朝礼にも可能な限り出席し、
新病院に対する取り組みや考え方等の話
をし、職員を励ますことにも努めている。

イノシシなどによる被害防止の
対策を

問　鳥獣被害特別措置法に基づく実態
調査・被害防止計画はどうか。 

答　現段階では、市の許可権限の中で被
害防止への対応ができていると考える。当
面、計画は必要ないと考えるが、今後も情
報収集に努め、必要と判断した段階で計画
をつくる。
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